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学部担当科目

・文化人類学（前期）
・D文化人類学（後期）
・世界の民族誌（前期）
・身体と文化の継承（前期）
・質的分析法（後期）
・基礎演習Ⅰ・Ⅱ（四）（前期・後期）
・演習Ⅰ・Ⅱ（三）（前期・後期）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

令　和　４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本文化人類学会、日本南アジア学会、日本チベット学会、The International Association for the Study

of Forced Migration

北インド・ダラムサラにおけるチベット難民の移動に関する人類学的研究

すべての授業（対面・非対面）に対して、特に教科書は使わず、教材を作成した。教材は、スライドで作
成したものであり、現地調査で撮った写真や映像などを添付することで視覚的にも理解を深める工夫を
した。また、作成した教材は学習管理ツールで共有し、授業の前日までに学生が確認できるようにした。

難民研究に関心を持つ学部生・大学院生や指導教員の方を主な対象に開催した公開シンポジウム「若
手研究者が語り合う 「難民研究の面白さと難しさ」 ～学部生・大学院生への第一歩～」（主催：難民研
究フォーラム）で、登壇者としてパネルディスカッションを行った。

大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程　修了

博士（人間科学）

文化人類学、難民研究、南アジア地域研究

最終学歴

　【研究上の特記事項】

（1）科学研究費助成事業（若手研究：令和3年度～令和7年度）研究代表者。研究課題名『北インド・ダ

ラムサラにおけるチベット難民とレミッタンスの人類学的研究』（研究課題番号：21K13177）。

（2）科学研究費助成事業（基盤研究B：令和3年度～令和6年度）研究分担者。研究課題名『「不確実性

の時代」の南アジアの社会変動ー若者の社会対応を通してー』（研究課題番号：21H03715）。

（3）海外調査：インド（2022年8月30日〜2022年9月12日）

（4）海外調査：フランス（2023年3月4日〜2023年3月14日）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学生相談員、人権委員会委員、国際交流委員会委員、社会調査士カリキュラム検討委員、歴史フォー
ラム実行委員会委員

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目



単著

単著

単著

単著

単著

単著

②若手研究者が語り合う
「難民研究の面白さと難し
さ」 ～学部生・大学院生へ
の第一歩～

①Paperwork, Waiting, and

Migration of Tibetan

Refugees in India

③不確実性におけるチベッ
ト難民の経済活動と「賭け」

④티베트 난민의 이동과

인도 다람살라의 성지화

(The Migration of Tibetan

Refugees and the

Sanctification of

Dharamsala, India)

（その他）

⑤Freedom and Love:

Migration, Marriage, and

Precarity among Tibetan

Refugee Youth in India

（学会発表）

2022年10月

①Waiting for Papers:

Paperwork, Migration, and

the Uncertainty of Tibetan

Refugees in India

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2023年1月 13号、1-17頁
International Journal of

South Asian Studies

2023年2月

16th Seminar of International

Association for Tibetan

Studies

難民研究フォーラム

科研「アジア・アフリカのメガ
キャンプにおける難民の経
済活動に関する総合的比較
研究」研究会

韓国比較民俗学会国際学
術大会

International Symposium

“Youth in South Asia:

Strategizing Life and

Reshaping the Society”

2022年9月

2022年11月

2022年7月


